
  

　
　
　「
名
寄
市
」は
、
平
成
18
年
３

　
　
　
月
、旧
風
連
町
と
旧
名
寄
市
の

新
設
合
併
に
よ
り
誕
生
し
ま
し
た
。 

　
本
市
は
、
合
併
と
い
う
自
治
体
の

基
本
的
な
枠
組
み
の
変
更
に
加
え
、

少
子
高
齢
化
の
進
行
と
人
口
減
少
や

地
方
分
権
の
推
進
、
厳
し
い
財
政
運

営
な
ど
多
く
の
課
題
を
抱
え
る
中
で
、

多
様
化
・
複
雑
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
こ
と
の
で
き
る
自
主
性
と

自
律
性
の
高
い
行
政
運
営
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。 

　
　
　
計
画
は
、
地
方
自
治
法
第
２

　
　
　
条
第
４
項
の
規
定
に
基
づ
く
、

市
政
運
営
に
お
け
る
最
上
位
計
画
で

あ
り
、
風
連
町
・
名
寄
市
合
併
協
議

会
で
策
定
さ
れ
た
「
新
市
建
設
計
画
」

を
踏
ま
え
て
、
本
市
が
目
指
す
ま
ち

の
「
将
来
像
」
を
示
す
と
と
も
に
、

そ
の
実
現
に
向
け
て
具
体
的
な
施
策

を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
す
。 

　
本
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
誌
に
よ

る
情
報
公
開
は
も
と
よ
り
、
策
定
審

議
会
へ
の
公
募
委
員
の
参
加
、
市
民

提
案
の
募
集
や
地
域
・
職
域
懇
談
会

の
開
催
な
ど
を
通
じ
て
市
民
参
画
の

機
会
を
設
け
、
広
範
な
市
民
の
声
を

取
り
入
れ
な
が
ら
計
画
づ
く
り
を
行

い
ま
し
た
。 

新名寄市総合計画（第１次）ダイジェスト 
平成19年度～平成28年度 

本 新 計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て 

市の木 

シラカバ 

市の花 

オオバナノエンレイソウ 

市の鳥 

アカゲラ 

(平成18年７月25日制定)

名寄市の 
新しいキャッチフレーズ 

市民の皆さんに名寄市のイメー
ジと新名寄市総合計画（第１次）
が目指す将来像とまちづくりに
関心を持っていいただくための
キャッチフレーズです。 
“星・雪・きらめき”は、名寄
市の豊かな自然環境のすばらし
さや、いきいきとした市民の姿
を表し、“緑の里　なよろ”は、
天塩川の恵みに育まれてきた農
業をはじめとする産業と人と人
との結びつきを大切にして支え
合い、一人ひとりが輝く名寄の
まちを表しています。 



　
社
会
経
済
の
動
向
な
ど
を
展
望
し
な
が
ら
、

本
市
が
目
指
す
都
市
像
を
明
ら
か
に
す
る
と

と
も
に
、
「
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
」
を
定
め

て
、
そ
の
目
標
を
実
現
す
る
た
め
の
分
野
ご

と
の
基
本
的
な
方
針
を
示
し
ま
す
。 

   

　
基
本
構
想
で
示
し
た
各
分
野
の
基
本
的
な

方
針
に
基
づ
く
必
要
な
施
策
を
分
野
ご
と
に

具
体
的
に
示
し
ま
す
。 

　
こ
こ
で
は
、
行
政
が
主
体
に
な
る
施
策
に

加
え
て
、
市
民
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
や
民
間

活
動
に
お
け
る
誘
導
指
針
、
ま
た
国
・
道
な

ど
へ
の
要
望
的
な
事
項
も
盛
り
込
み
ま
す
。 

　
な
お
、
基
本
計
画
は
前
期
計
画
（
平
成
19

年
度
か
ら
平
成
23
年
度
）
と
後
期
計
画
（
平

成
24
年
度
か
ら
平
成
28
年
度
）
に
区
分
し
ま

す
。
前
期
計
画
は
熟
度
の
高
い
内
容
と
し
、

後
期
計
画
は
前
期
５
年
間
に
お
け
る
施
策
の

進
捗
状
況
を
総
合
的
に
点
検
し
評
価
を
行
い

定
め
ま
す
。 

   

　
基
本
計
画
で
示
し
た
分
野
ご
と
の
施
策
を

具
現
化
す
る
た
め
、
施
策
の
体
系
ご
と
に
必

要
と
さ
れ
る
事
務
事
業
の
事
業
内
容
や
事
業

期
間
な
ど
を
定
め
ま
す
。 

　
実
施
計
画
は
、
登
載
し
た
事
務
事
業
の
目

２ 

概　要 

答申を終えて 
総合計画策定審議会会長 

藤田　健慈 
����� �����	

　平成18年９月６日に本審議会が発足以来、新市の歩
みを滞らせることのなきよう、専門部会のみなさまの
熱心な集中審議を経て、平成19年１月17日市長に対し
答申することができました。 
　審議会のみなさまをはじめ、ご参画いただきました
市民の皆さまに心から敬意を表し、感謝申し上げます。 
　地方都市を取りまく環境は大きく変わり、少子高齢
化や財政の逼迫は、これからの地域づくりのありかたを、
考え直さねばならない時代になりました。 
　このことは、その地に生活する市民が地域の問題を
自ら考え行動する、市民と行政がそれぞれの役割をき
ちんとふまえ、共に協力して地域づくりを進めていく
といった「協働」のまちづくりが不可欠です。 
　今後、この答申をご理解いただき、合併の意義を十
二分に生かし、未来に希望が持て、発展し続けるまち
づくりを切望いたします。 

総合計画の構成と計画期間
��新名寄市総合計画（第１次）は、 

「基本構想」「基本計画」「実施計画」で構成し、 
計画の期間を平成19年度から平成28年度までの10年間とします。 

基
本
構
想 

基
本
計
画 

ひっぱく

実
施
計
画 

新名寄市総合計画 

協
働

の
まちづく

り



３ 

概　要 

的
や
目
標
達
成
度
を
明
確
に
し
、情
勢
の
変

化
に
対
応
す
る
た
め
３
カ
年
の
計
画
を
毎
年

度
見
直
す
ロ
ー
リ
ン
グ
方
式
で
進
行
管
理
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム

に
よ
る
点
検
と
評
価
を
行
い
、
実
効
性
を
高

め
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。
な
お
、計
画
期

間
は
基
本
計
画
と
同
様
と
し
ま
す
。 

新名寄市総合計画策定審議のお礼 
名寄市長 
島　多慶志 
������� ���	�

　名寄市にとって新名寄市総合計画は、今後10年間の
長期的視野に立った本市のまちづくりの基本方向を示
すものです。策定にあたっては、新市建設計画との整
合性を図るとともに、「地域懇談会」「ご意見アンケ
ート」で市民の皆さんから寄せられたご意見を総合計
画策定審議会、５つの専門部会に反映させ、審議のま
とめが藤田会長から答申されました。 
　昨年９月６日の第１回総合計画策定審議会以降、公
私ともにご多忙な審議会委員の皆さんによって熱心に
ご審議いただいた計画は、今年２月２日に行われた臨
時市議会で議決され、平成19年度から計画的に実現し
ていきたいと決意しています。新名寄市総合計画の策
定にご協力いただいた皆さん、誠にありがとうござい
ました。心からお礼申し上げます。 

基本構想 

年　度 
� �
 �
 �� �� �� �� �� �� ��

基本計画 

実施計画 

実施計画 

の推進 

前期計画 前期計画 後期計画後期計画 後期計画 

前期計画 前期計画 

３カ年ローリング 

後期計画 後期計画 

３カ年ローリング 

３カ年ローリング 

３カ年ローリング 

３カ年ローリング 

３カ年ローリング 

３カ年ローリング 

３カ年ローリング 

新名寄市総合計画 

協
働

の
まちづく

り



   

　
地
域
自
ら
が
そ
の
実
情
に
応
じ
て

自
治
を
行
う
地
方
分
権
が
実
行
の
段

階
を
迎
え
、
地
域
住
民
は
そ
の
地
域

の
課
題
を
共
有
し
、
解
決
方
法
を
協

議
し
決
定
し
て
い
く
な
ど
、
自
ら
の

責
任
と
判
断
で
、
主
体
的
に
地
域
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
地
方
自

治
体
と
し
て
は
行
政
能
力
や
財
政
基

盤
を
強
化
し
、
自
立
性
を
高
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
ま
た
、
地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
が
多

様
化
・
複
雑
化
す
る
中
で
、
地
域
づ

く
り
を
行
政
に
任
せ
る
姿
勢
で
は
な
く
、

住
民
自
ら
が
主
体
と
な
る
地
域
自
治
・

住
民
参
画
の
ま
ち
づ
く
り
が
重
要
に

な
っ
て
い
ま
す
。 

   

　
わ
が
国
で
は
、
出
生
率
の
低
下
に

よ
る
少
子
化
が
進
み
、
総
人
口
も
減

少
に
転
じ
る
と
と
も
に
、
急
速
に
高

齢
化
が
進
行
し
て
い
く
こ
と
が
予
測

さ
れ
ま
す
。
ま
ち
の
担
い
手
と
な
る

生
産
年
齢
人
口
（
15
歳
〜
64
歳
）
が

減
少
す
る
こ
と
で
、
労
働
力
や
消
費

の
減
少
を
引
き
起
こ
す
と
と
も
に
、

医
療
や
介
護
な
ど
の
社
会
保
障
負
担

の
増
大
を
招
く
な
ど
、
地
域
社
会
の

活
力
が
低
下
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。 

    

　
急
速
な
経
済
発
展
は
、
人
々
の
生

活
を
豊
か
に
し
ま
し
た
が
、
同
時
に

環
境
問
題
を
引
き
起
こ
し
ま
し
た
。

地
球
温
暖
化
や
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
、

酸
性
雨
な
ど
の
地
球
規
模
の
問
題
か
ら
、

ご
み
処
理
な
ど
の
身
近
な
地
域
問
題

ま
で
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
解
決
の
た
め
に
、
こ
れ

ま
で
の
大
量
生
産
、
大
量
消
費
、
大

量
廃
棄
型
の
経
済
シ
ス
テ
ム
を
見
直
し
、

環
境
負
荷
の
少
な
い
資
源
循
環
型
の

社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
必
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

   

　
余
暇
時
間
の
増
大
、
生
活
水
準
の

向
上
、
さ
ら
に
は
情
報
化
の
進
展
な

ど
に
よ
り
、
人
々
の
価
値
観
や
生
活

意
識
は
「
物
の
豊
か
さ
」
よ
り
も
「
心

の
豊
か
さ
」
が
重
視
さ
れ
る
方
向
へ

と
変
化
し
て
お
り
、
精
神
的
な
ゆ
と

り
や
生
き
が
い
が
よ
り
大
切
に
さ
れ
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
一
層
多
様
化
し

て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

４ 

時代の潮流 

協
働

の
まちづく

り

新名寄市総合計画 

総　論 

地
方
分
権
の
進
展
と 

協
働
の
ま
ち
づ
く
り 

�

少
子
高
齢
化
の
進
行
と 

人
口
減
少 

�

価
値
観
と
生
活
様
式
の 

変
化
・
多
様
化 

�

自
然
環
境
の
保
全
・ 

利
活
用 

�

新名寄市総合計画 

協
働

の
まちづく

り



   

　
人
口
や
資
本
の
都
市
集
中
に
よ
り
、

地
域
の
産
業
経
済
は
多
く
の
分
野
で

深
刻
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。 

　
農
林
業
に
お
い
て
は
国
際
競
争
力

が
問
わ
れ
、
生
産
性
の
向
上
と
コ
ス

ト
低
減
が
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
反
面
、
地
球
規
模
の
環
境
保
全
の

観
点
か
ら
農
地
や
森
林
を
守
る
動
き

も
見
ら
れ
ま
す
。 

　
商
工
業
に
つ
い
て
は
、
人
口
の
流

出
に
よ
る
購
買
力
の
低
下
や
労
働
力

不
足
な
ど
を
抱
え
て
、
地
域
経
済
は

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
の
課
題
解
決
の
た
め
に
、

農
林
業
と
商
工
業
が
連
携
し
て
地
域

の
特
性
を
活
か
し
た
産
業
を
展
開
す

る
な
ど
、
地
域
に
活
力
が
生
ま
れ
る

よ
う
な
対
策
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

   

　
高
度
情
報
通
信
技
術
の
急
速
な
発

達
に
よ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
家

庭
や
職
場
な
ど
社
会
全
体
に
普
及
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
の
検
索
や
受
発
信

お
よ
び
電
子
取
引
な
ど
が
行
わ
れ
、

誰
も
が
情
報
通
信
技
術
の
恩
恵
を
享

受
で
き
る
環
境
が
整
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

　
し
か
し
そ
の
反
面
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
よ
る
個
人
情

報
の
流
出
、
匿
名
性
を
悪
用
し
た
ネ

ッ
ト
詐
欺
な
ど
の
犯
罪
、
青
少
年
に

有
害
な
情
報
の
蔓
延
な
ど
、
社
会
全

体
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
陰
の
部
分
が

表
面
化
し
て
お
り
、
国
や
地
方
自
治

体
そ
し
て
個
人
に
お
い
て
も
そ
れ
ら

に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

   

　
長
引
く
景
気
の
低
迷
や
経
済
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
り
、
国
・
地
方
と

も
に
巨
額
な
長
期
債
務
残
高
を
抱
え
、

財
政
状
況
は
悪
化
し
続
け
て
い
ま
す
。

　
国
で
は
構
造
改
革
の
も
と
、
税
源

移
譲
や
国
庫
補
助
負
担
金
の
廃
止
や

縮
減
、
地
方
交
付
税
の
見
直
し
な
ど
「
選

択
と
集
中
」
の
政
策
が
展
開
さ
れ
て

い
ま
す
。
地
方
分
権
が
進
み
、
よ
り

地
方
の
自
立
が
求
め
ら
れ
る
中
で
、

財
政
状
況
は
一
層
厳
し
く
な
る
と
予

想
さ
れ
、
事
業
の
厳
選
と
適
切
な
公

債
管
理
に
よ
る
健
全
な
財
政
運
営
が

必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

５ 

総　論 

地
域
産
業
・
経
済
の 

再
構
築 

�

情
報
化
社
会
へ
の
対
応 

�

財
政
状
況
の
著
し
い
悪
化 

�

新名寄市総合計画 

協
働

の
まちづく

り



   

　
本
市
は
、
北
・
北
海
道
の
長
流
天

塩
川
が
形
成
す
る
名
寄
盆
地
の
ほ
ぼ

中
央
に
位
置
し
、
東
は
雄
武
町
と
下

川
町
、
西
は
幌
加
内
町
、
南
は
士
別
市
、

北
は
美
深
町
と
接
し
て
い
ま
す
。
そ

の
市
域
は
、
東
西
に
約
30 
km
、
南
北

に
約
35 
km
の
四
角
形
に
近
い
形
と
な

っ
て
お
り
、
５
３
５･

23 
km
の
行
政
面

積
を
有
し
て
い
ま
す
。 

　
道
路
は
南
北
に
国
道
40
号
、
東
側

に
国
道
２
３
９
号
が
通
り
、
ま
た
鉄

道
は
南
北
に
宗
谷
本
線
が
走
っ
て
お
り
、

古
く
か
ら
交
通
の
要
衝
と
し
て
幅
広

い
生
活
圏
域
を
形
成
し
た
本
市
は
、

道
北
圏
の
中
心
都
市
と
し
て
発
展
し

て
き
ま
し
た
。 

　
気
候
は
、
日
本
海
気
象
の
影
響
を

受
け
る
内
陸
部
に
属
し
て
い
る
こ
と

か
ら
寒
暖
の
差
が
激
し
く
、
夏
冬
の

温
度
差
は
60
℃
に
も
及
び
ま
す
。
夏

季
は
昼
夜
の
温
度
差
が
大
き
く
、
冬

季
は
寒
気
が
厳
し
く
降
雪
量
も
多
い

気
象
条
件
を
有
し
て
い
ま
す
。 

６ 

名寄市の概況 

総　論 

位
置
・
地
勢 

�

   

　
風
連
地
域
は
明
治
32
年
、旧
村
名「
多

寄
村
」
の
名
称
の
も
と
に
剣
淵
村
外

３
カ
村
戸
長
役
場
の
管
轄
に
入
っ
た

こ
と
に
は
じ
ま
り
、
風
連
村
を
経
て

昭
和
28
年
の
町
制
施
行
で
風
連
町
に

な
り
ま
し
た
。 

　
名
寄
地
域
は
明
治
33
年
、
山
形
県

東
田
川
郡
東
栄
村
（
藤
島
町
を
経
て

鶴
岡
市
）
の
有
志
に
よ
り
曙
地
区
に

開
拓
の
鍬
が
下
ろ
さ
れ
て
以
来
、
上

名
寄
村
、
名
寄
町
を
経
て
、
昭
和
29

年
に
旧
智
恵
文
村
と
合
併
後
、
昭
和

31
年
に
北
海
道
内
21
番
目
の
市
と
し

て
市
制
を
施
行
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
う
し
た
中
で
、
古
く
か
ら
地
理
的
・

人
的
つ
な
が
り
の
深
か
っ
た
両
市
町
は
、

人
的
・
財
政
的
基
盤
を
強
化
す
る
必

要
の
高
ま
り
を
背
景
に
、
平
成
16
年

３
月
に
「
法
定
合
併
協
議
会
」
を
設

置
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
務
事
業
の
擦

り
合
せ
と
と
も
に
住
民
説
明
会
を
重
ね
、

平
成
18
年
３
月
27
日
に
新
設
合
併
し

て
「
名
寄
市
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。 

沿
革 

�

   

　
総
人
口
は
減
少
傾
向
で
推
移
し
て

い
ま
す
が
、
世
帯
数
に
は
あ
ま
り
変

動
が
な
く
、
核
家
族
世
帯
や
単
独
世

帯
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ

れ
ま
す
。 

　
経
年
変
化
を
平
成
12
年
か
ら
平
成

17
年
の
間
で
み
る
と
、
年
少
人
口
の

割
合
が
13 ･

７
％
か
ら
12･

８
％
、
生

産
年
齢
人
口
に
お
い
て
も
64･

９
％
か

ら
62･

７
％
へ
減
少
し
て
い
る
の
に
対

し
、
老
年
人
口
の
割
合
は
21･

４
％
か

ら
24･

５
％
へ
増
加
し
て
お
り
、
本
市

に
お
い
て
も
少
子
化
と
高
齢
化
が
進

行
し
て
い
ま
す
。
（
グ
ラ
フ
参
照
） 

    

　
産
業
別
人
口
を
み
る
と
、
平
成
17

年
の
就
業
人
口
総
数
に
対
す
る
割
合

は
第
１
次
産
業
12･

１
％
、
第
２
次
産

業
19･

２
％
、
第
３
次
産
業
が
68･

７

％
と
な
っ
て
お
り
、
平
成
７
年
以
降

の
総
体
就
業
率
は
横
ば
い
で
推
移
し

て
い
ま
す
が
、
第
１
次
産
業
の
減
少

と
第
２
次
・
第
３
次
産
業
の
増
加
が

進
ん
で
い
ま
す
。 

人
口
・
世
帯 

�

産
業
別
人
口 

�

新名寄市総合計画 

協
働

の
まちづく

り



７ 

人口の推計と目標 

総　論 

総
人
口 

�

   

　
平
成
28
年
の
目
標
年
次
人
口
を
２

万
８
０
０
０
人
と
想
定
し
ま
す
。 

　
本
市
の
総
人
口
は
、
現
状
の
ま
ま

推
移
す
る
と
す
れ
ば
、
平
成
17
年
の

３
万
１
６
２
８
人
か
ら
、
平
成
28
年

に
は
約
２
万
８
０
０
０
人
に
減
少
す

る
と
推
計
さ
れ
ま
す
。 

　
今
後
も
交
流
人
口
の
拡
大
に
よ
る

ま
ち
の
活
性
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、

子
育
て
環
境
や
生
活
環
境
基
盤
の
整
備
、

定
住
環
境
の
整
備
、
保
健
・
医
療
・

福
祉
環
境
の
充
実
な
ど
、
総
合
的
な

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
（
グ
ラ
フ
参
照
） 

    

　
人
口
に
関
す
る
問
題
と
し
て
、
総

人
口
の
減
少
と
と
も
に
、
高
齢
化
が

さ
ら
に
進
む
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。 

　
年
少
人
口
は
微
減
に
止
ま
る
も
の
の
、

高
齢
化
率
は
平
成
17
年
で
24･

５
％
で

あ
っ
た
も
の
が
、
平
成
28
年
に
は
30･

０
％
ま
で
達
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、

少
子
化
対
策
や
高
齢
者
医
療
な
ど
の

費
用
が
増
加
す
る
と
見
込
ま
れ
ま
す
。 

　
ま
た
、
生
産
年
齢
人
口
で
あ
る
15

歳
〜
64
歳
は
、
平
成
17
年
の
１
万
９

８
４
３
人
（
62･

７
％
）
か
ら
平
成
28

年
に
は
１
万
５
９
１
５
人
（
57･

４
％
）

ま
で
大
幅
に
減
少
す
る
と
み
ら
れ
、

地
域
経
済
の
活
性
化
対
策
が
重
要
な

課
題
と
な
り
ま
す
。
（
グ
ラ
フ
参
照
） 

年
齢
３
階
層
別
人
口 

�
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12.6%

12.6%

12.6%

年少人口（14歳以下） 生産年齢人口（15歳～64歳） 老年人口（65歳以上）

将来人口の推計 

62.7%

平成12年
33,328人 

平成17年
31,628人 

平成22年
30,130人 

平成27年
28,162人 

平成28年
27,746人 



８ 

総　論 

   

　
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で

つ
く
る
と
い
う
気
運
の
高
ま
り
の
中
、

市
民
自
治
を
基
本
と
し
た
個
性
豊
か

な
地
域
づ
く
り
に
向
け
、
市
民
と
行

政
が
心
を
あ
わ
せ
た
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
徴
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　
そ
の
た
め
に
も
、
ま
ち
づ
く
り
の

基
本
と
な
る
条
例
を
制
定
す
る
な
ど
、

市
民
と
行
政
の
役
割
分
担
を
明
確
化

さ
せ
る
中
で
、
協
働
で
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
体
制
づ
く
り
が
必
要
で
す
。 

    

　
少
子
高
齢
社
会
の
中
で
、
保
健
・

医
療
・
福
祉
の
充
実
が
必
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。
「
健
や
か
で
心
豊
か
な

生
活
を
続
け
る
」
た
め
の
健
康
づ
く

り
の
取
り
組
み
や
地
域
に
お
け
る
市

民
参
加
の
福
祉
体
制
づ
く
り
を
は
じ
め
、

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ

る
子
育
て
環
境
づ
く
り
、
高
齢
者
や

障
が
い
者
の
介
護
と
自
立
支
援
環
境

づ
く
り
を
進
め
、
市
民
が
共
に
支
え

合
い
健
康
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
、

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

    

　
交
通
事
故
や
犯
罪
、
災
害
に
対
応

し
た
安
全
・
安
心
の
暮
ら
し
を
維
持

す
る
た
め
に
、
家
庭
・
地
域
・
行
政

が
一
体
と
な
っ
た
交
通
事
故
抑
止
・

防
犯
・
防
災
の
取
り
組
み
を
進
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
快
適
な
居
住
環
境
の
た
め

都
市
機
能
が
集
積
し
、
中
心
街
の
賑

わ
い
づ
く
り
な
ど
魅
力
あ
る
市
街
地

の
形
成
、
道
路
網
や
情
報
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
な
ど
の
基
盤
整
備
を
進
め
る
と

と
も
に
、
豊
か
な
自
然
環
境
の
保
全
、

下
水
道
の
整
備
な
ど
を
通
じ
た
生
活

環
境
の
保
全
、
自
然
と
共
生
す
る
循

環
型
社
会
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
本
市
に
お
い
て
避

け
る
こ
と
の
で
き
な
い
「
冬
の
生
活
」

に
つ
い
て
は
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
、

雪
を
利
用
し
雪
に
親
し
む
生
活
ス
タ

イ
ル
を
創
造
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。 

    

　
地
域
経
済
の
活
性
化
と
そ
れ
に
伴

う
雇
用
の
場
の
創
出
に
は
、
豊
か
な

自
然
環
境
な
ど
地
域
特
性
を
最
大
限

に
活
か
し
た
産
業
振
興
が
必
要
で
す
。

　
各
産
業
分
野
か
ら
観
光
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
に
至
る
ま
で
、
起
業
化

と
既
存
産
業
の
育
成
や
支
援
を
進
め
、

産
業
構
造
の
変
化
に
的
確
に
対
応
し

た
柔
軟
な
対
策
を
推
進
す
る
な
ど
、

新
し
い
時
代
に
お
け
る
、
本
市
の
地

域
性
に
合
致
し
た
産
業
を
創
造
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

    

　
創
造
力
と
豊
か
な
心
を
持
つ
人
材

の
育
成
に
は
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
自

発
的
に
学
習
で
き
る
場
の
拡
充
、
本

市
の
特
性
を
活
か
し
た
ス
ポ
ー
ツ
活

動
や
個
性
と
魅
力
を
生
み
出
す
文
化

活
動
の
一
層
の
活
性
化
が
必
要
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
学
校
教
育
環
境

の
充
実
は
も
と
よ
り
、
市
立
大
学
を

は
じ
め
と
し
た
特
色
あ
る
地
域
資
源

と
各
分
野
に
お
け
る
人
的
資
源
を
有

効
活
用
し
た
総
合
的
な
学
習
・
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
と

と
も
に
、
郷
土
芸
能
や
地
域
文
化
の

保
存
と
活
用
を
行
っ
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。 

市
民
と
行
政
と
の
協
働
の 

ま
ち
づ
く
り 

安
全
・
安
心
で
暮
ら
し
や
す
い 

居
住
環
境
づ
く
り 

個
性
あ
る
教
育
・
文
化
・ 

ス
ポ
ー
ツ
環
境
づ
く
り 

特
色
あ
る
産
業
の
創
造
と 

活
力
づ
く
り 

健
康
づ
く
り
と
支
え
あ
い
の 

福
祉
環
境
づ
く
り 

新しいまちづくりの課題 

新名寄市総合計画 
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自
然
の
恵
み
が
人
と
地
域
を
育
み
市
民
み
ん
な
で
創
る 

心
豊
か
な
北
の
ま
ち
・
名
寄 

　 　
天
塩
川
の
恵
み
や
、
美
し
い
四
季
の
自
然
と
気
候
風
土
か
ら
培
わ
れ
た
農
業

を
基
幹
と
し
て
発
展
し
て
き
た
歴
史
や
伝
統
と
文
化
は
、
先
人
が
残
し
て
く
れ

た
大
切
な
財
産
で
す
。 

　
こ
の
こ
と
に
畏
敬
の
念
を
抱
き
、
私
た
ち
は
、
未
来
に
誇
れ
る
郷
土
を
つ
く

る
た
め
に
、
人
と
人
と
の
結
び
つ
き
を
大
切
に
し
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
創
造

力
を
発
揮
し
て
、
地
域
が
持
つ
「
本
物
の
豊
か
さ
」
を
追
求
す
る
ま
ち
を
目
指

し
ま
す
。 

９ 

基本構想 

基
本
理
念 

将
来
像 

     

●
協
働
　 

　
市
民
自
治
、
地
域
主
権
の
理
念
の

も
と
、
市
民
と
行
政
が
協
働
す
る
地

域
自
治
組
織
を
創
設
し
、
自
立
す
る

ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。 

●
健
康
　 

　
人
と
人
と
が
支
え
合
い
、
健
や
か

に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
、
一
人
ひ
と

り
が
生
涯
輝
い
て
い
ら
れ
る
ま
ち
を

目
指
し
ま
す
。 

●
生
活
　 

　
豊
か
な
緑
を
大
切
に
し
、
自
然
と 

     

調
和
し
た
快
適
な
生
活
環
境
を
確
保
し
、

未
来
へ
と
つ
な
ぐ
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。 

●
活
力
　 

　
地
域
の
特
性
を
活
か
し
な
が
ら
産

業
間
連
携
を
進
め
、
自
立
的
に
発
展

す
る
活
力
あ
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。 

●
人
づ
く
り
　 

　
生
涯
学
習
活
動
や
文
化
活
動
を
充

実
さ
せ
、
市
立
大
学
な
ど
の
地
域
資

源
を
活
か
し
た
個
性
あ
ふ
れ
る
ま
ち

を
目
指
し
ま
す
。 

次
の
５
つ
を
基
本
理
念
と
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。 

健　康 生　活

協　働

活　力 人づくり

自然の恵みが人と地域を育み

市民みんなで創る

心豊かな北のまち

名 寄

安心して健やかに
暮らせるまちづくり

創造力と活力に
あふれたまちづくり

心豊かな人と文化を
育むまちづくり

自然と環境にやさしく
快適で安全なまちづくり

市民と行政との協働によるまちづくり

新名寄市総合計画 
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行
政
運
営
に
対
す
る
市
民
の
参
加

と
参
画
を
促
進
し
、
市
民
と
行
政
が

一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

体
制
を
整
備
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域

住
民
の
自
主
的
な
活
動
や
ま
ち
づ
く

り
を
担
う
市
民
や
活
動
団
体
を
積
極

的
に
支
援
す
る
と
と
も
に
、
行
政
情

報
を
多
様
な
手
段
で
わ
か
り
や
す
く

市
民
に
公
開
す
る
よ
う
努
め
ま
す
。 

    

　
地
域
の
自
治
機
能
と
連
帯
感
を
高

め
る
活
動
の
推
進
や
地
域
づ
く
り
活

動
の
拠
点
と
な
る
施
設
整
備
を
図
る

た
め
、
地
域
の
状
況
に
即
し
た
支
援

を
行
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
町
内
会
や
行
政
区
な
ど
既

存
の
組
織
を
基
盤
と
し
て
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り
方
を
検
討
し
、
主

体
的
・
自
主
的
に
地
域
づ
く
り
に
取

り
組
む
組
織
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。 

  

   

　
個
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会

の
実
現
に
向
け
て
、
女
性
、
子
ど
も
、

障
が
い
者
、
高
齢
者
な
ど
、
あ
ら
ゆ

る
人
権
問
題
に
配
慮
し
た
施
策
を
推

進
し
ま
す
。 

　
男
女
が
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、

個
性
や
能
力
が
発
揮
で
き
る
地
域
社

会
を
創
造
す
る
た
め
、
男
女
が
社
会

の
対
等
な
構
成
員
と
し
て
あ
ら
ゆ
る

分
野
に
参
画
し
、
責
任
を
担
う
環
境

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。 

    

　
庁
内
情
報
シ
ス
テ
ム
の
適
切
な
運
用
、

情
報
通
信
技
術
の
進
展
や
市
民
ニ
ー

ズ
の
動
向
を
見
極
め
な
が
ら
、
よ
り

高
度
な
電
子
自
治
体
の
構
築
を
目
指

し
ま
す
。 

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
技
術
を
活
用
し
、

市
民
生
活
や
経
済
活
動
に
お
け
る
利

便
性
の
向
上
が
図
ら
れ
る
シ
ス
テ
ム

の
導
入
や
多
様
な
分
野
で
の
情
報
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
、
そ
れ
ら
を
活

用
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目

指
し
ま
す
。 

　
電
子
自
治
体
を
安
全
か
つ
円
滑
に

利
用
・
運
営
す
る
た
め
に
、
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
進
め
ま
す
。 

    

　
ふ
る
さ
と
会
や
姉
妹
都
市
を
は
じ

め
と
す
る
各
地
域
と
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
交
流
活
動
を
展
開
し
、
人
と
人

の
交
流
を
通
じ
た
活
気
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。 

　
ま
た
、
市
民
の
国
際
交
流
活
動
の

支
援
や
国
際
感
覚
を
持
つ
人
材
の
育

成
を
図
り
、
国
際
化
に
対
応
し
た
ま

ち
づ
く
り
、
人
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。 

　
さ
ら
に
、
移
住
促
進
に
よ
る
地
域

経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
民
間

と
の
連
携
強
化
に
よ
る
積
極
的
な
情

報
提
供
に
努
め
、
受
入
体
制
の
整
備

を
進
め
ま
す
。 

    

　
上
川
北
部
広
域
圏
域
に
お
け
る
中

心
都
市
と
し
て
の
役
割
を
認
識
し
な

が
ら
、
広
域
的
な
視
点
で
地
域
の
振

興
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
、
関
係
市

町
村
と
の
連
携
を
強
め
て
い
き
ま
す
。 
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新名寄市総合計画 

基本計画　基本目標１ 

市民と行政との 

協働によるまちづくり 

（市民参画・健全財政） 

主
要
施
策 

①
市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
の 

推
進 

③
人
権
尊
重
と
男
女
共
同
参
画 

社
会
の
形
成 

④
情
報
化
の
推
進 

⑤
交
流
活
動
の
推
進 

⑥
広
域
行
政
の
推
進 

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
推
進 

協
働

の
まちづく

り



市民がまちづくりに参加できる機会を広げ、市民自治の制度的な仕組みづくりに努めていきま
す。 
また、情報公開を積極的に進め、市政に関する情報の共有化を図り、コミュニティ活動の推進、
人権尊重、男女共同参画の推進に努めるとともに、情報通信技術を活用した市民サービスの向
上を図ります。 
さらに、行財政改革を推進し、行政評価、行政組織の見直しなど、厳しい財政事情や地方分権
に対応した効果的・効率的な行政運営を進めます。 

   

　
地
方
分
権
が
進
み
、
限
ら
れ
た
財

源
の
中
で
、
多
様
な
行
政
需
要
に
対

応
す
る
た
め
、
市
民
に
提
供
す
る
サ

ー
ビ
ス
の
範
囲
と
地
域
や
市
民
の
役

割
と
の
調
整
を
図
り
な
が
ら
、
わ
か

り
や
す
い
財
政
情
報
の
公
表
に
努
め
、

適
切
な
事
業
選
択
と
公
債
管
理
の
も

と
に
弾
力
性
の
あ
る
持
続
可
能
な
財

政
運
営
を
目
指
し
ま
す
。 

   

　
行
政
改
革
の
推
進
及
び
市
民
参
画

に
よ
る
総
合
計
画
の
進
行
管
理
を
行
い
、

行
政
情
報
の
共
有
化
と
行
政
評
価
に

よ
る
市
民
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
し
、

効
率
的
な
行
政
運
営
を
目
指
し
ま
す
。 

　
定
員
適
正
化
計
画
に
よ
り
職
員
の

適
正
配
置
と
計
画
的
な
定
員
管
理
を

行
い
、
簡
素
で
効
率
的
な
組
織
機
構

づ
く
り
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
民
間

活
力
の
積
極
的
な
導
入
と
活
用
を
図
り
、

さ
ら
に
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
目
指
し
ま
す
。 

11

基本計画　基本目標１ 

⑦
健
全
な
財
政
運
営 

⑧
効
率
的
な
行
政
運
営 

主要施策 基本事業 

市民参画と協働の促進 

広報・広聴活動の充実と情報公開 

コミュニティ活動の活性化 

人権教育・啓発活動の推進 

男女共同参画社会の推進 

電子自治体の構築 

情報通信基盤の整備 

国内交流の推進 

国際交流の推進 

交流居住の推進 

協力体制の強化 

広域圏市町村の振興 

財政の健全性の確保 

財政運営の効率化 

計画行政の推進 

職員の適正配置と計画的な定員管理 

職員の能力向上 

民間活力の活用 

わかりやすい市役所づくり 

市民主体のまちづくりの推進 

コミュニティ活動の推進 

情報化の推進 

交流活動の推進 

人権尊重と男女共同参画社会の形成 

広域行政の推進 

健全な財政運営 

効率的な行政運営 

新名寄市総合計画 

協
働

の
まちづく

り



       

　
市
民
一
人
ひ
と
り
が
生
涯
を
通
じ
て
、

心
身
と
も
に
健
や
か
に
生
活
で
き
る

よ
う
、
健
康
意
識
を
高
め
健
康
づ
く

り
の
推
進
を
図
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
疾
病
や
重
症
化
し
や
す
い

感
染
症
を
予
防
し
、
健
康
寿
命
の
延

伸
と
健
康
管
理
の
向
上
に
努
め
ま
す
。 

    

　
市
民
が
生
涯
を
通
じ
て
心
身
と
も

に
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
に
、

保
健
・
福
祉
と
の
連
携
強
化
を
図
り

ま
す
。 

　
ま
た
、
市
内
医
療
機
関
と
の
役
割

分
担
と
病
診
連
携
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
安
定
的
な
医
療
供
給
体
制
の

構
築
や
診
療
機
能
の
整
備
を
図
り
、

地
域
医
療
の
充
実
に
努
め
ま
す
。 

     

   

　
安
心
し
て
産
み
、
育
て
ら
れ
る
環

境
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
次

代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
温
か
な
目

で
見
守
り
、
健
や
か
に
育
つ
環
境
づ

く
り
を
地
域
ぐ
る
み
で
進
め
ま
す
。 

　
ま
た
、
発
達
の
遅
れ
や
障
が
い
を

持
つ
子
に
対
し
、
早
期
発
見
・
早
期

療
育
に
努
め
、
相
談
・
支
援
体
制
づ

く
り
と
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
を

図
り
ま
す
。 

    

　
市
民
一
人
ひ
と
り
が
お
互
い
に
支

え
合
う
福
祉
社
会
の
体
制
づ
く
り
や

環
境
づ
く
り
に
努
め
、
誰
も
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
低
所
得
者
の
生
活
安
定
と

自
立
の
促
進
に
向
け
、
民
生
・
児
童

委
員
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、
相
談
・

支
援
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
生

活
保
護
制
度
の
適
正
な
運
用
を
図
り

ま
す
。 

    

   

　
高
齢
者
の
豊
富
な
経
験
と
知
識
を

活
か
し
た
社
会
参
加
を
促
進
し
、
自

立
活
動
を
支
援
し
ま
す
。 

　
ま
た
、「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
設
置
し
、
地
域
で
支
え
る
介
護
予

防
事
業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
認

知
症
対
策
を
は
じ
め
と
し
た
総
合
的

な
相
談
・
支
援
事
業
を
実
施
し
ま
す
。 

　
さ
ら
に
、
適
正
な
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
の
運
用
と
充
実
に
努
め
、
住
み

慣
れ
た
こ
の
地
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
施
設
環
境
の
整
備
を
図
り
ま
す
。 

    

　
日
常
生
活
支
援
を
中
心
と
す
る
地

域
生
活
支
援
体
制
の
構
築
を
図
り
、

障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
地
域

社
会
を
構
成
す
る
一
員
と
し
て
尊
重

さ
れ
、
市
民
が
共
に
支
え
合
う
取
り

組
み
を
進
め
、
誰
も
が
安
心
し
て
生

活
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。 
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基本計画　基本目標２ 

安心して健やかに 

暮らせるまちづくり 

（保健・医療・福祉） 

主
要
施
策 

①
健
康
の
保
持
増
進 

③
子
育
て
支
援
の
推
進 

④
地
域
福
祉
の
推
進 

⑤
高
齢
者
福
祉
の
充
実 

⑥
障
が
い
者
福
祉
の
推
進 

②
地
域
医
療
の
充
実 

新名寄市総合計画 

協
働

の
まちづく

り



市民の健康づくりを促進するとともに、どこにいても適切な医療が受けられるように地域医療
の充実を図ります。 
また、子どもがのびのびと育ち、女性が仕事を続けながら安心して子どもを産み育てられるよ
う、保育サービスの充実やひとり親家庭への支援、遊び場の確保など、子育て環境を整備しま
す。 
さらに、市民が互いに助け合う地域福祉社会づくりを進め、福祉・介護保険サービスの提供体
制の充実に努めます。 

   

　
国
民
健
康
保
険
を
通
じ
て
市
民
の

医
療
に
対
す
る
安
心
と
信
頼
を
確
保
し
、

予
防
を
重
視
し
た
保
健
事
業
を
推
進

し
ま
す
。 
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基本計画　基本目標２ 

⑦
国
民
健
康
保
険 

主要施策 基本事業 

健康づくりの推進 

母子保健事業の推進 

感染症予防の推進 

地域医療機関相互の連携強化 

診療基盤と経営基盤の強化 

子育て支援施策の整備・拡充 

障がい児福祉の充実 

地域福祉活動の普及啓発 

福祉のまちづくりの推進 

推進体制の充実 

低所得者支援 

高齢者の自立促進 

介護予防事業の推進 

介護保険サービスの充実 

施設整備の推進 

ノーマライゼーション思想の普及 

福祉サービスの充実 

就労支援の充実 

生活環境等整備の充実 

健康の保持増進 

子育て支援の推進 

地域福祉の推進 

地域医療の充実 

高齢者福祉の充実 

障がい者福祉の推進 

国民健康保険事業の運営 国民健康保険 

新名寄市総合計画 

協
働

の
まちづく

り



       

　
自
然
環
境
の
保
全
、
環
境
汚
染
の

防
止
な
ど
、
環
境
問
題
に
対
応
す
る

た
め
総
合
的
な
施
策
を
推
進
し
ま
す
。 

　
霊
園
、
墓
地
、
火
葬
場
の
計
画
的

な
整
備
と
維
持
管
理
を
行
い
ま
す
。 

    

　
リ
デ
ュ
ー
ス
（
発
生
抑
制
）
・
リ

ユ
ー
ス
（
再
利
用
）
・
リ
サ
イ
ク
ル
（
再

資
源
化
）
の
３
Ｒ
運
動
を
促
進
し
、

環
境
負
荷
の
少
な
い
社
会
を
目
指
し

ま
す
。 

　
ご
み
の
効
率
的
な
収
集
と
適
正
な

処
理
・
処
分
を
行
い
、
ご
み
の
出
し

方
や
減
量
化
に
向
け
て
の
意
識
啓
発

を
行
う
中
で
、
ま
ち
な
か
の
環
境
美

化
運
動
を
推
進
し
ま
す
。 

    

　
火
災
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
防
火
・

査
察
対
策
の
強
化
と
、
火
災
発
生
時

に
速
や
か
に
対
応
で
き
る
警
防
体
制

の
強
化
を
図
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
救
急
救
助
事
象
の
複
雑
化
・

多
様
化
に
伴
い
、
救
急
救
命
士
の
養

成
と
高
度
資
機
材
の
導
入
を
は
じ
め
、

医
療
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
救
命

率
の
向
上
を
図
り
ま
す
。 
    

　
災
害
か
ら
市
民
の
生
命
と
財
産
を

守
る
た
め
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
防

災
意
識
を
高
め
、
名
寄
市
地
域
防
災

計
画
を
着
実
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、

造
林
を
進
め
て
山
地
の
保
水
力
を
高
め
、

河
川
整
備
を
促
進
し
て
洪
水
に
よ
る

被
害
の
発
生
を
未
然
に
防
ぎ
ま
す
。 

    

　
悲
惨
な
交
通
事
故
を
無
く
す
た
め
、

幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
体
系
的
な

交
通
安
全
意
識
の
普
及
啓
発
に
努
め

ま
す
。
ま
た
、
歩
道
及
び
自
転
車
道

の
確
保
と
冬
期
間
の
安
全
対
策
な
ど

の
取
り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。 

    

   

　
犯
罪
の
な
い
安
全
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
、
適
切
な
情

報
の
提
供
と
安
全
意
識
の
高
揚
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
防
犯
対
策
と
し
て

青
色
回
転
灯
の
整
備
を
進
め
、
啓
発

に
努
め
ま
す
。 

    

　
消
費
者
の
利
益
を
守
る
た
め
の
各

種
情
報
の
提
供
、
消
費
者
セ
ン
タ
ー

の
機
能
充
実
な
ど
に
よ
り
、
総
合
的

な
消
費
生
活
の
安
全
・
安
心
対
策
を

進
め
ま
す
。 

（
16
ペ
ー
ジ
に
続
く
）  

14

基本計画　基本目標３ 

自然と環境にやさしく 

快適で安全なまちづくり 

（生活環境・都市基盤） 

主
要
施
策 

①
環
境
と
の
共
生 

④
防
災
対
策
の
充
実 

⑤
交
通
安
全 

⑥
生
活
安
全 

⑦
消
費
生
活
の
安
定 

②
循
環
型
社
会
の
形
成 

③
消
防 

新名寄市総合計画 

協
働

の
まちづく

り



多彩な自然環境の保全を図るとともに、景観の整備や少子高齢化に対応した居住環境の整備、
ごみの排出抑制・再利用や処理体制の整備など、生活環境の整備を進めます。 
また、消防・救急、防災対策など、生活安全対策の強化に努めます。 
さらに、市街地の計画的整備や道路・交通ネットワークの整備、雪に強い除排雪体制の確立に
努めます。 

15

基本計画　基本目標３ 

新名寄市総合計画 

協
働

の
まちづく

り

主要施策 基本事業 

環境の保全 

良好な環境づくり 

３Ｒ運動の推進 

廃棄物の適正処理 

環境美化の推進 

消防組織体制の充実強化 

消防施設及び消防装備の整備 

防火対策の推進 

地域防災計画の推進 

治山・治水 

交通安全意識の高揚 

道路交通環境の整備 

冬期の交通安全の確保 

生活安全意識の高揚 

関係機関・団体との連携強化 

安全対策 

消費者利益の擁護 

消費者啓発の推進 

物価の動向調査 

環境との共生 

循環型社会の形成 

消防 

防災対策の充実 

交通安全 

生活安全 

消費生活の安定 



   

　
公
営
住
宅
の
老
朽
住
宅
建
て
替
え

や
既
存
住
宅
の
計
画
的
改
善
を
検
討

し
整
備
を
図
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
、

公
営
住
宅
ス
ト
ッ
ク
活
用
計
画
な
ど

新
た
な
住
宅
計
画
を
策
定
し
、
高
齢

化
社
会
に
対
応
し
た
住
ま
い
づ
く
り

や
ま
ち
な
か
居
住
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
住

宅
環
境
の
整
備
を
促
進
し
ま
す
。 

    

　
少
子
高
齢
化
や
市
街
地
の
空
洞
化

な
ど
の
環
境
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、

将
来
の
市
街
地
の
あ
り
方
を
総
合
的

に
検
討
し
、
新
た
な
都
市
計
画
を
策

定
し
ま
す
。 

　
市
民
や
町
内
会
な
ど
と
の
協
働
に

よ
り
、
美
し
く
緑
豊
か
な
景
観
の
創

出
や
通
行
者
に
や
さ
し
く
安
全
な
市

街
地
の
形
成
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

既
存
公
園
の
再
整
備
を
計
画
的
に
実

施
し
、
子
ど
も
を
は
じ
め
多
く
の
市

民
に
利
用
さ
れ
る
公
園
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。 

　
市
街
地
の
再
開
発
を
進
め
、
衰
退

し
て
い
る
中
心
市
街
地
に
お
い
て
居

住
環
境
や
交
流
施
設
、
集
客
施
設
な

ど
の
整
備
を
促
進
し
、
活
気
と
賑
わ

い
の
あ
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
市
街
地
の

形
成
を
進
め
ま
す
。 

    

　
安
全
で
お
い
し
い
水
道
水
の
安
定

供
給
の
向
上
と
上
水
道
・
簡
易
水
道

の
未
普
及
地
域
の
解
消
を
図
る
た
め
、

上
水
道
第
２
期
拡
張
事
業
や
配
水
管

網
整
備
事
業
な
ど
を
は
じ
め
と
し
た

上
水
道
・
簡
易
水
道
施
設
の
整
備
を

進
め
ま
す
。 

    

　
下
水
道
施
設
、
個
別
排
水
処
理
施

設
の
整
備
と
更
新
を
計
画
的
に
推
進

す
る
と
と
も
に
、
下
水
道
施
設
の
効

率
的
な
維
持
管
理
を
実
施
し
、
清
潔

で
快
適
な
生
活
環
境
の
保
全
に
努
め

ま
す
。 

       

   

　
生
活
道
路
、
幹
線
道
路
の
改
良
事

業
や
維
持
管
理
事
業
な
ど
を
計
画
的

に
実
施
し
、
市
民
の
協
力
を
得
な
が

ら
安
全
で
快
適
な
道
路
環
境
の
整
備

に
努
め
ま
す
。
特
に
市
街
地
内
道
路

の
環
境
改
善
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
重
点
的
に
取
り
組
み
ま
す
。 

    

　
市
民
生
活
や
産
業
活
動
を
支
え
る

た
め
、
道
北
地
域
に
お
い
て
は
高
速

交
通
体
系
の
構
築
が
求
め
ら
れ
、
北

海
道
縦
貫
自
動
車
道
の
整
備
促
進
、

宗
谷
本
線
の
完
全
高
速
化
な
ど
の
早

期
実
現
を
各
関
係
機
関
に
対
し
積
極

的
に
要
請
し
て
い
き
ま
す
。 

　
バ
ス
路
線
や
鉄
道
な
ど
、
公
共
交

通
機
関
の
利
便
性
を
高
め
て
い
く
た
め
、

市
民
が
利
用
し
や
す
い
新
た
な
交
通

シ
ス
テ
ム
の
研
究
・
分
析
を
行
う
と

と
も
に
、
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
な
ど
の

拠
点
施
設
の
整
備
を
進
め
ま
す
。 
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基本計画　基本目標３ 

自然と環境にやさしく 

快適で安全なまちづくり 

（生活環境・都市基盤） 

⑧
住
宅
の
整
備 

⑩
上
水
道
・
簡
易
水
道
の
整
備 

⑪
下
水
道
・
個
別
排
水
の
整
備 

⑫
道
路
の
整
備 

⑬
総
合
交
通
体
系 

⑨
都
市
環
境
の
整
備 

新名寄市総合計画 

協
働

の
まちづく

り



17

基本計画　基本目標３ 

   

　
よ
り
快
適
な
冬
の
生
活
環
境
を
達

成
す
る
た
め
に
制
定
さ
れ
た
「
名
寄

の
冬
を
楽
し
く
暮
ら
す
条
例
」
に
基

づ
き
、
冬
を
楽
し
む
暮
ら
し
づ
く
り

を
は
じ
め
、市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ

る
冬
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。 

　
除
排
雪
機
械
を
計
画
的
に
更
新
す

る
と
と
も
に
、
市
民
と
の
協
働
の
理

解
に
立
っ
た
よ
り
効
果
的
な
除
排
雪

体
制
を
確
立
し
ま
す
。 

⑭
雪
を
活
か
し
雪
に
強
い 

ま
ち
づ
く
り
の
推
進 

新名寄市総合計画 

協
働

の
まちづく

り

主要施策 基本事業 

公営住宅建て替え促進 

公営住宅の改善整備 

民間住宅の整備促進 

住宅マスタープランの策定及び推進 

都市計画マスタープランの策定及び推進 

美しい市街地の形成 

市街地再開発事業 

公園の管理・整備事業 

安定供給の確保 

水質の向上 

施設の整備 

施設の維持管理 

資源の有効利用 

合併浄化槽の設置 

広域幹線道路の整備強化 

幹線道路の整備 

生活道路の整備 

市道の維持事業 

道路維持機械整備事業 

橋梁の整備 

住宅の整備 

都市環境の整備 

上水道・簡易水道の整備 

下水道・個別排水の整備 

道路の整備 

高速交通体系の確立 

公共交通機関の整備・確保と利用促進 

冬の安心安全な道路空間の確保 

総合交通体系 

市民と協働による雪対策の確立 

利雪親雪文化の創造と推進 

雪を活かし雪に強いまちづくりの推進 



       

　
多
様
な
経
営
形
態
の
中
で
、
農
業

生
産
基
盤
の
計
画
的
整
備
や
適
正
な

土
づ
く
り
の
促
進
、
担
い
手
の
育
成

と
確
保
を
図
り
、
持
続
的
な
農
業
・

農
村
の
構
築
を
進
め
ま
す
。 

　
農
畜
産
物
の
生
産
性
向
上
と
地
域

特
性
に
即
し
た
栽
培
技
術
や
輪
作
体

系
の
確
立
、
特
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化

に
よ
る
販
路
の
拡
大
な
ど
、
関
係
機
関
・

団
体
と
連
携
し
農
業
経
営
の
体
質
強

化
を
進
め
ま
す
。 

　
ク
リ
ー
ン
農
業
の
推
進
、
農
業
・

農
村
体
験
や
産
地
直
売
な
ど
の
グ
リ

ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
交
流
を
促

進
し
、
若
者
に
も
魅
力
あ
る
農
業
を

目
指
し
ま
す
。 

    

　
森
林
に
つ
い
て
は
、
計
画
的
な
育

林
や
木
材
生
産
の
視
点
だ
け
で
は
な
く
、

森
林
が
も
つ
水
源
涵
養
や
防
災
な
ど

の
公
益
的
機
能
の
保
持
に
努
め
ま
す
。 

　
森
林
の
多
面
的
機
能
を
持
続
さ
せ
、

環
境
学
習
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、

健
康
的
な
活
動
の
場
と
し
て
活
用
し

ま
す
。 

    

　
魅
力
あ
る
商
店
街
は
、
ま
ち
の
顔

と
し
て
中
心
市
街
地
の
賑
わ
い
づ
く
り
、

生
活
・
地
域
交
流
の
場
と
し
て
大
き

な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。
各
地
区
の

商
店
街
の
組
織
充
実
や
街
区
の
環
境

整
備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
経
営

基
盤
の
強
化
を
図
る
た
め
、
各
種
助
成
・

融
資
制
度
、
経
営
指
導
体
制
の
充
実

を
図
り
、
商
工
団
体
の
活
動
や
機
能

強
化
を
支
援
し
ま
す
。 

　
空
き
店
舗
対
策
や
活
性
化
事
業
、

農
林
業
施
策
と
連
携
し
た
物
産
振
興

事
業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
公
設

地
方
卸
売
市
場
の
整
備
拡
充
を
図
り
、

市
内
農
産
物
な
ど
生
鮮
食
料
品
の
安

定
供
給
に
努
め
ま
す
。 

    
　
地
場
企
業
の
育
成
と
経
営
基
盤
の

強
化
や
経
営
の
安
定
を
図
る
た
め
、

各
種
制
度
を
充
実
し
ま
す
。
ま
た
、

新
製
品
や
独
自
製
品
の
開
発
、
新
技

術
の
研
究
開
発
の
促
進
を
行
い
、
異

業
種
交
流
、
産
学
官
連
携
、
産
業
ク

ラ
ス
タ
ー
形
成
に
向
け
た
体
制
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。 

　
す
で
に
立
地
し
て
い
る
企
業
の
規

模
拡
大
や
関
連
企
業
の
進
出
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
特
性
を
活

か
し
た
企
業
の
誘
致
に
努
め
ま
す
。 

    

　
新
学
卒
者
、若
年
者
、中
高
年
齢
者
、

障
が
い
者
の
就
職
促
進
と
季
節
労
働

者
の
通
年
雇
用
化
の
た
め
の
支
援
を

進
め
ま
す
。
ま
た
、
パ
ー
ト
労
働
者

を
は
じ
め
と
す
る
勤
労
者
全
体
の
労

働
条
件
の
向
上
を
目
指
す
と
と
も
に
、

関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
に
努
め
ま
す
。 

　
勤
労
者
の
生
活
の
安
定
と
福
利
厚

生
の
向
上
や
職
業
知
識
の
習
得
、
技

能
力
の
向
上
に
努
め
ま
す
。 

　
労
働
団
体
の
育
成
と
支
援
を
行
う

と
と
も
に
、
市
民
活
動
の
拠
点
と
な

る
市
民
会
館
の
環
境
整
備
を
図
り
ま
す
。 
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基本計画　基本目標４ 

創造力と活力に 

あふれたまちづくり 

（産業振興） 

主
要
施
策 

①
農
業
・
農
村
の
振
興 

③
商
業
の
振
興 

④
工
業
の
振
興 

⑤
雇
用
の
安
定 

②
林
業
の
振
興 

新名寄市総合計画 

協
働

の
まちづく

り



収益性の高い農業生産や農畜産物の加工・ブランド化などを推進します。また、林業の育成や
森林の活用に努めます。 
さらに、魅力ある商店街づくり、農林業と商工業が融合した産業の振興を図るとともに、雇用
の安定向上に努め、自然体験型観光・農業体験など地域の特性を活かしたメニューを充実して
いきます。 

   

　
恵
ま
れ
た
自
然
と
北
国
の
文
化
を

活
か
し
た
広
域
観
光
と
観
光
資
源
の

発
掘
や
商
品
開
発
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ス
キ
ー
場
や
自
然
公
園
の

整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
ま
ち
づ
く

り
観
光
組
織
の
充
実
を
図
り
、
各
種

ま
つ
り
の
企
画
に
よ
り
交
流
人
口
の

拡
大
を
推
進
し
、
通
年
観
光
に
よ
る

観
光
客
誘
致
に
努
め
ま
す
。 

　
情
報
発
信
の
拠
点
と
し
て
、
さ
ら

に
は
本
市
の
玄
関
口
と
し
て
道
の
駅

の
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
農
林
業

施
策
と
連
携
し
た
事
業
の
展
開
を
図

り
ま
す
。 

19

基本計画　基本目標４ 

⑥
観
光
の
振
興 

新名寄市総合計画 

協
働

の
まちづく

り

主要施策 基本事業 

収益性の高い農業経営の確立 

多様でゆとりある農業経営の促進 

農業担い手の育成と確保 

環境と調和した農業の促進 

豊かさと活力ある農村の構築 

森林利用の促進及び緑資源の確保 

森林施業の計画的推進 

木材生産体制の整備拡大 

商業の活性化 

商業経営基盤の強化 

商業団体の支援強化 

金融の円滑化 

流通機能の強化 

地場企業の支援・強化 

企業立地の推進 

技術開発の支援 

雇用の安定と確保 

労働条件の改善 

福利厚生の充実 

雇用能力開発 

勤労者の地位向上 

観光開発 

観光事業の充実 

観光誘致宣伝 

農業・農村の振興 

林業の振興 

商業の振興 

工業の振興 

雇用の安定 

観光の振興 



       

　
市
民
の
生
涯
学
習
へ
の
多
様
な
要

望
に
応
え
る
た
め
、
生
涯
学
習
関
連

施
設
・
文
化
活
動
拠
点
施
設
の
整
備

や
生
涯
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定
を

進
め
、
学
習
の
場
の
提
供
や
指
導
者

の
支
援
な
ど
、
体
系
的
に
環
境
を
整

備
し
、
市
民
が
自
主
的
な
学
習
に
取

り
組
め
る
よ
う
努
め
ま
す
。 

    

　
希
望
す
る
子
ど
も
た
ち
が
幼
児
教

育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
保
護
者
な
ど

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
そ
の
負
担
軽
減

の
た
め
の
助
成
支
援
に
努
め
ま
す
。 

　
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
心
身
や
豊

か
な
感
性
を
育
成
し
、
望
ま
し
い
生

活
習
慣
の
習
得
な
ど
教
育
内
容
の
充

実
を
図
る
と
と
も
に
、
幼
稚
園
経
営

の
充
実
・
安
定
の
た
め
助
成
支
援
を

行
い
ま
す
。 

　
小
学
校
と
の
連
携
を
図
り
、
教
育

内
容
・
方
法
の
相
互
理
解
を
推
進
し
、

小
学
校
教
育
へ
の
円
滑
な
移
行
に
努

め
ま
す
。 

    

　
学
校
の
適
正
規
模
と
適
正
配
置
の

検
討
を
早
急
に
進
め
る
と
と
も
に
、

検
討
結
果
を
踏
ま
え
、
学
校
の
施
設

や
設
備
な
ど
の
整
備
を
計
画
的
に
実

施
し
ま
す
。 

　
確
か
な
学
力
の
向
上
な
ど
「
生
き

る
力
」
を
培
う
と
と
も
に
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
や
情
報
化
の
進
展
な
ど
、
今

日
の
社
会
情
勢
を
踏
ま
え
た
教
育
内

容
の
充
実
を
図
る
た
め
、
適
正
な
教

育
課
程
を
編
成
・
実
施
し
、
児
童
生

徒
一
人
ひ
と
り
の
能
力
や
特
性
、
個

性
の
伸
長
を
促
す
指
導
の
充
実
に
努

め
ま
す
。 

    

　
高
等
学
校
の
再
編
整
備
が
進
む
中
、

関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
、
進
学

希
望
者
が
安
心
で
き
る
就
学
の
場
を

確
保
し
、
ま
た
地
域
を
担
う
人
材
を

育
成
す
る
こ
と
や
多
様
な
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
こ
と
の
で
き
る
教
育
環
境
の

整
備
に
努
め
ま
す
。 

  

   

　
時
代
の
要
請
に
対
応
し
、
地
域
性

を
重
視
し
た
高
等
教
育
機
関
と
し
て

の
施
設
及
び
設
備
の
整
備
や
充
実
を

図
る
と
と
も
に
、
蓄
積
し
た
教
育
研

究
を
地
域
経
済
、
地
域
社
会
、
文
化

の
発
展
に
寄
与
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。 

　
ま
た
、
大
学
施
設
及
び
設
備
の
市

民
活
用
を
図
り
、
公
開
講
座
な
ど
の

開
催
に
よ
り
市
民
の
生
涯
学
習
、
交

流
の
場
と
し
て
市
民
に
開
放
さ
れ
た

大
学
に
な
る
よ
う
努
め
ま
す
。 

    

　
地
域
の
気
候
風
土
と
結
び
つ
い
た

健
全
な
食
習
慣
を
実
践
す
る
こ
と
で
、

優
れ
た
日
本
型
食
文
化
の
継
承
を
図

る
と
と
も
に
、
市
民
が
心
身
の
健
康

を
増
進
す
る
た
め
に
、
自
ら
の
「
食
」

に
つ
い
て
考
え
る
習
慣
や
「
食
」
に

関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
と
「
食
」

を
選
択
す
る
判
断
力
を
身
に
付
け
、

生
涯
を
通
じ
て
豊
か
な
食
生
活
を
実

践
す
る
食
育
の
推
進
を
図
り
ま
す
。 
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基本計画　基本目標５ 

心豊かな人と文化を 

育むまちづくり 

（教育・文化・スポーツ） 

主
要
施
策 

①
生
涯
学
習
社
会
の
形
成 

③
小
中
学
校
教
育
の
充
実 

④
高
等
学
校
教
育
の
振
興 

⑥
食
育
の
推
進 

⑤
大
学
教
育
の
充
実 

②
幼
児
教
育
の
振
興 

新名寄市総合計画 

協
働

の
まちづく

り



   

　
関
係
機
関
と
社
会
教
育
施
設
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
り
、
家
庭
教
育

に
関
す
る
情
報
を
収
集
提
供
し
学
習

機
会
や
相
談
体
制
の
充
実
を
図
り
、

交
流
を
通
し
て
家
庭
の
教
育
力
の
向

上
に
努
め
ま
す
。 

   

   

　
「
市
民
皆
ス
ポ
ー
ツ
」
を
目
指
し
、

明
る
く
健
康
な
心
身
を
つ
く
る
た
め
、 

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活

動
の
振
興
及
び
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
・

改
修
・
充
実
に
努
め
、
体
育
協
会
と

連
携
し
ス
ポ
ー
ツ
団
体
や
指
導
者
の

育
成
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
支
援

に
努
め
ま
す
。 

 

   

　
青
少
年
が
自
然
を
活
用
し
た
体
験

活
動
や
地
域
住
民
と
の
地
域
交
流
、 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
社
会

的
に
自
立
す
る
こ
と
を
支
援
し
て
い

き
ま
す
。 

    

　
文
化
施
設
の
整
備

や
指
導
者
育
成
、文

化
振
興
の
た
め
の
基

盤
整
備
を
進
め
、文

化
の
創
造
と
文
化
団

体
の
育
成
に
努
め
ま

す
。 

　
ま
た
、
心
を
豊
か

に
す
る
優
れ
た
芸
術

を
鑑
賞
す
る
機
会
の

提
供
に
努
め
ま
す
。 

子どもたちの学ぶ意欲を育み、将来を担う人材の育成を図り、市立大学を市民の共有財産とし
てその施設・機能を最大限活用するとともに、幼稚園や保育所から大学までの連携を一層深め、
生涯にわたって自発的な学習を続けていくことができる生涯学習環境の整備に努めます。 
また、年齢や体力に応じて気軽に参加できるスポーツ・レクリエーションの推進、地域文化の
継承と創造を積極的に進めます。 
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基本目標５ 

⑨
青
少
年
の
健
全
育
成 

⑩
地
域
文
化
の
継
承
と
創
造 

⑧
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興 

⑦
家
庭
教
育
の
推
進 

新名寄市総合計画 

協
働

の
まちづく

り

主要施策 基本事業 

生涯学習推進計画の策定 

文化活動拠点施設整備 

生涯学習プログラムの整備と学習への支援 

天体観測を活かしたまちづくり事業 

就園の奨励 

小学校との連携 

教育環境の整備 

教育内容の充実 

健康教育と安全確保 

就学機会の確保 

校舎及び環境等整備事業 

大学を活かしたまちづくりの推進 

地域との連携 

大学の評価 

地域における食育推進 

学校における食育指導 

農業・商業分野における食育推進 

家庭と地域の教育力の向上 

子ども会育成協議会との事業連携と施設のネットワーク化 

スポーツ施設の整備 

スポーツ振興事業 

青少年健全育成事業 

子育て支援の推進 

文化大ホールの整備 

芸術文化振興事業 

生涯学習社会の形成 

幼児教育の振興 

高等学校教育の振興 

大学教育の充実 

食育の推進 

家庭教育の推進 

生涯スポーツの振興 

青少年の健全育成 

地域文化の継承と創造 

小中学校教育の充実 
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主な計画事業 

基本目標ごとの 
主な計画事業 

基本目標１ 市民と行政との協働によるまちづくり 

●戸籍の電子化及び戸籍システムの導入 

●電子調達・入札システムの導入 

●文書管理システムの導入 

●地域イントラネット網の拡張整備 

●自治基本条例の制定 

●男女共同参画推進計画の推進 

●地域自治区の創設 

基本目標２ 安心して健やかに暮らせるまちづくり 

●健康診査事業 

●町内会ネットワーク事業 

●地域医療支援事業の推進 

●福祉ガイドブック作成 

●病棟増改築・医療機器の更新整備 

●福祉のまちづくり要綱の制定 

●母子保健事業 

●除雪サービス事業 

基本目標３ 自然と環境にやさしく快適で安全なまちづくり 

●最終処分場整備事業 

●風連地区市街地再開発事業 

●資源集団回収事業 

●公園整備事業 

●災害弱者緊急通報システム端末更新事業 

●上水道第２期拡張事業 

●公営住宅の建て替え 

●幹線道路、生活道路の整備 

新名寄市総合計画 

協
働

の
まちづく

り
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主な計画事業 

基本目標４ 創造力と活力にあふれたまちづくり 

●農業基盤整備事業 

●中心市街地活性化基本計画策定 

●米政策改革推進対策事業 

●企業立地の推進 

●中山間地域等直接支払交付金 

●雇用安定促進 

●農業振興資金融資事業 

●道の駅整備事業 

●市(私)有林造林事業 

●名寄駅前複合交流施設整備事業 

基本目標５ 心豊かな人と文化を育むまちづくり 

●小中学校校舎屋体改築事業 

●市立大学の図書館、講堂整備事業 

●栄養教諭の配置事業 

●市立大学地域交流センター活動推進事業 

●市立天文台建設事業 

●市民文化センター大ホール建設事業 

●移動図書館車更新事業 

●市民文化祭事業 

基本構想 

基本計画 

実施計画 実施計画 

基本構想 

基本計画 

新名寄市総合計画 

協
働

の
まちづく

り
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計画策定までの主な経過 

　名寄市のまちづくりに対する皆さんのご意見
を計画づくりの基礎資料とするために「総合計
画を考える地域懇談会」を開催しました。 
　お寄せいただいた多くのご意見は、総合計画
策定審議会に報告し、審議を踏まえて計画に反
映しています。 

　広報なよろ９月号に
折り込みで「ご意見ア
ンケート」を配布しま
した。 
　お寄せいただいたア
ンケート結果とご意見
は、総合計画策定審議
会に報告し、審議を踏
まえて計画に反映して
います。 

　市内各団体や職域からの声をお聞きするため
に市長との懇談会を開催しました。 
　商工業団体、名寄青年会議所、建設業関係団
体、農協女性団体、農協青年部、市立大学生の
皆さんと懇談し、今後のまちづくりについての
貴重なご意見やご提言をいただきました。 

　市民公募の16人、各種団体からの推薦84人、
計100人の市民委員の皆さんと、市立大学から
５人の教授・助教授が特別委員として総合計画
の策定に参画しました。 
　策定審議会には、各施策分野ごとに専門部会
（総務、保健医療福祉、市民生活環境、都市基
盤整備、産業経済、教育文化スポーツ）が設置
され、市民の皆さんからいただいた、たくさん
のご意見やご提言を踏まえて、計画の策定審議
が進められてきました。 
　平成18年12月に審議が終了し、平成19年１
月に市長へ総合計画策定についての答申がなさ
れました。 

平成18年８月～９月 
「総合計画を考える地域懇談会」の開催 

平成18年９月 
ご意見アンケートの 
実施 

平成18年９月 
総合計画を考える「市長との懇談会」 

平成18年９月～12月 
総合計画策定審議会 

　総合計画策定審議会において審議された総合
計画案の概要を市民の皆さんに報告し、さらに
ご意見をいただくため、「中間報告会」を開催
しまちづくりに関する意見交換を行いました。 

平成18年12月 
中間報告会の実施 

　市議会総務文教委員会、同議員協議会にて総
合計画の策定に関する審議が行われ、平成19年
２月に「新名寄市総合計画（第１次）基本構想」
が原案のとおり可決されました。 

平成18年８月～平成19年２月 
市議会における審議など 

ご意見アンケート 
●これから10年間（平成19年度～28年度）の名寄市はどのようなことに力を入れていくべきだと
　思いますか？３つ選んでマルを付けてください。 

●これからの名寄市のまちづくり（総合計画）について、ご意見やご提言をお書きください。 

●あなたの年齢を教えてください。 
　□10代　 □20代　 □30代 　□40代 　□50代　 □60代　 □70歳以上 

よろしければ、お名前とご住所を教えてください。 
 
お名前　　　　　　　　　　　　　　　ご住所 〒 

名寄市を多くの人に 

ＰＲするための観光 
地域の賑わいの中心 

商工業の振興 
人との繋がりが心地よい 

地域コミュニティ 

心豊かに人材を育てる 

学校教育・大学教育 
お年寄りが安心して暮らせる 

高齢者福祉 
環境を守るための 

ごみの資源化・減量化 

趣味の幅や知識を広げるための 

生涯学習 
安心・安全なまちのための 

防災・防犯 
安心して暮らせる 

保健・医療の充実 

産地化・特産化を目指した 

農林業の振興 
こどもがすくすく育つための 

子育て支援 
地域の活性化を図るための 

若者の定住促進 

人権を尊重しあう 

男女共同参画社会の形成 
快適な冬を過ごすための 

雪対策の推進 
充実した 

交通・情報ネットワークの形成 




